
• 校長挨拶　教職員紹介

• 学校経営方針と今年度の重点

• 生活指導に関わること

• 特別支援教育



• 校長挨拶

• 教職員紹介、学校経営方針、お知らせ等

• 学力向上のための取組

• 生活指導上の取組

• 特別支援教育



• 学校経営方針と今年度の重点

• 学習状況の評価について



• 子どもが、安心して生活し、自分の力を発揮する喜
びを得られる学校

• 子どもが、できる喜び、分かる喜び、共に学ぶ楽し
さを実感できる学校

• 教職員が互いに切磋琢磨して、指導力や組織力を向
上させる学校

• 子どもの教育に当たって、保護者や地域等と連携し、
地域とともに歩む学校



• 目指す学校像
• 最優先すること　ー安心・安全ー

• 考える子＝確かな学力の育成

• 思いやりのある子の育成

• 元気な子の育成



• 開校100周年を祝う取組を通して
• 学校を好きになる。

• 学級を好きになる。

• 自分を好きになって、友達を大切にする。

• 自己肯定感の高まりにつなげたい。





• 正門は、児童の登下校時間帯以外は施錠。
• 校舎へ入るドア（昇降口や通用口）は、基本的に施錠。
• 児童が校庭を使用する時間帯のみ開錠
• 来校されて学校内に入る場合は、通用口でインターホ

ンを使用して氏名・在籍学級、用件を述べてください。
• 通用口から校舎に入られましたら、受付名簿に氏名・

来校時刻、用件を記入してください。



• 児童と同居のご家族の毎日（毎朝）の検温し、体調の変化に気づく。
• 37℃以上、平熱より1℃以上高い場合は、登校を控え、病院を受診
• 児童本人、ご家族の方が体調不良であったり、ＰＣＲ検査を受けたり

するような場合には、お子様の登校を控え、学校にご連絡ください。
• マスクを着用して登校し、マスクをはずさない。

• 暑い日の登下校時、体育授業・休み時間の運動時は、マスクをはずし
てもよい。

• 給食の際は、食べる直前でマスクをはずす。マスクをはずしている間
は声を出さない。

• 外へ出た後、外の物に触った後、トイレの後などには、こまめに手を洗う。
石けんをつけて丁寧に洗う。





観察・実験、歌唱・管楽器
調理実習、グループ活動、
話合い活動

感染症対策を行った上で、リスクの低い活動から工夫して実施する。

４月の土曜授業 公開は行わない。

学校行事

全児童が一つの会場に集まる行事は開催しない。
保護者が来校する場合は,時間と集団を厳密に指定し、密にならない場合のみ可
とする。
来賓・地域関係者は原則として招かない。

校外学習・遠足等
移動手段は、徒歩または換気に留意した貸し切りバスで実施する。
人が密集するような場所・施設の見学は避ける。
キャンセルが難しい、高額なキャンセル料が発せする場所・施設は避ける。

部活動
飛沫感染の可能性がある合奏等においては、必ず感染症対策を講じる。
運動中もマスクを着用するなど感染症対策を徹底する。マスクをはずす場面で
は、大人数、大声、至近距離での発生や会話は避ける。



歌唱 マスクをしたまま、声量を調節するようにして行います。

リコーダー
鍵盤ハーモニカ

教室の自分の机で、前方向を見て行います。
拭き取り用ハンカチとそれを入れるビニル袋を持参して行います。

調理実習 学級を半分に分けて少人数で行います。

話合い活動、グループ活動 マスクをし、大声を出さないということで行います。

　新型ウイルス感染症の状況によって、活動の基準を変更する場合があります。
ご理解いただけますようお願いいたします。 

• マスクをはずさない。
• マスクをはずすときは、声を出さない。
• 手を洗う。
• 毎朝、検温する。



• 感染症予防や自宅待機指示等で児童が登校できない場合
• 出席停止
• Google Classroomで毎週の時間割を提示
• オンライン授業を希望される場合は、Google Meetで授業

を視聴可能（主に担任の動きと黒板）
• 配布物、提出物は週１回
• 給食費　７回以上の連続欠席の場合に停止可能、届提出

後４日後から停止





• ５月８日（土）　体育館

• 学年ごとに分散して

• 配布物
• iPad、充電アダプタとケーブル、マニュアル

等の書類、諸注意・留意点の書類



• 「中野区いじめ防止等対策推進条例」制定
• 区の責務
• 教育委員会の責務
• 学校及び教職員の責務
• 保護者の責務
• 区民等の責務
• 関連機関等の責務



• 観点別学習状況の評価　３つの柱

• 評価規準と評価基準



学びに向かう力、
人間性

どのように社会や世界と関わり、
よりよい人生を送るか

知識・技能

何を理解しているか
何ができるか

理解していること・できることを
どう使うか

思考力、判断力、
表現力等





• 留守番電話の設置
• 本校では、４月１９日（月）～
• 平日１８時３０分～７時３０分

• 例外的に
• 緊急の場合→教育委員会
• 学校から（けがや事故等その日にお伝えすべきこ

と）



学びに向かう力

間違いを恐れず問題解決
分かる・できる・達成感のある授業

外部教育力の活用

思考・判断・表現する力
対話し協働する力

教師主導ではなく子ども主体の授業
論理的思考力の育成
探究心の育成
体験的な学習

基盤となる
基礎的・基本的な知識・技能

わかる授業、できる授業の徹底
家庭学習の定着と学習習慣の確立
全学年までの学習内容の100%定着



• 「めあて」「まとめ」の明確化→「わかる」「でき
る」ことの焦点化

• 算数←レディネステストと本人の意志を踏まえた習
熟度別少人数指導

• 学びタイム＋家庭学習
• 東京ベーシックドリル診断テストでの実態把握



0

2

4

6

8

10

12

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

東京ベーシックドリル診断テスト６年 正答数 人数推移
7月1回目 9月2回目 2月2回目

１６問中の正解数



• 「教室はまちがえるところだ」を合い言葉に、
間違いを恐れず問題解決

• 分かる・できる・達成感のある授業

• 外部教育力の活用







• 子どもたちの言葉で授業を進める授業研究　
（中野区学校教育向上授業研究指定校）

• 探求的活動への全校での取組



思考・判断・表現する力
対話し協働する力

探求心の育成
探求的学習に力を入れます。





• 生活指導を行う目的は、
• 子どもたちが安心して安全に生活する中で、

自分の力を発揮できるようにする。

• 自分の力を発揮できて、子どもたちは満足感、
達成感をもち、自信をもち、友達に思いやり
をもてるようになる。



• 生きる力の向上
• 社会で愛される人間性の育成
• 人権尊重の精神の涵養
• いじめ・児童虐待防止への組織的取組
• 共生社会で生きる力、社会的自立を促す特別支援

教育
• 危険回避能力、防災への知識、態度の育成



• 運動に親しむ習慣づくり
• 夢中になる体育授業
• 生涯スポーツの意識を育む特別授業

• 健康づくり
• けがの防止
• 感染症予防
• 食物アレルギー対応の徹底





• 多くの人から愛される人に成長できるよう
• 相手を見て、自分から元気にあいさつします。
• 名前を呼ばれたら、必ず、「はい」と返事をし

ます。
• 先生、職員、お客様などに対して丁寧な言葉遣

いをします。友達に対してもいつも思いやりを
もった言葉遣いをします。



• 登校時刻…８時５分～１５分
• 遅刻や早退の時…必ず保護者が付き添ってくださ

い。
• 学校に忘れ物をした時…

• 保護者と一緒に来校してください。
• 無理な時は、安全に気を付けて夕方のチャイムまで

に来るようにしてください。
• 教室へは、学校の職員と一緒に行ってください。



• いじめ防止…未然防止、早期発見・早期対応、組織的対応　
• 聞き取りや事実確認を、その日のうちに即座に、複数教員

で行う。
• いじめ防止アンケートを隔月で実施
• いじめ防止対策委員会を毎月実施。

• 不登校、登校しぶりへの早期対応
• 欠席１日目の電話連絡
• ２日目の本人との対話
• ３日目の家庭訪問
• 保健室、専科教員、支援員、スクールカウンセラー等、全

教職員で対応　　



• 登校時、検温を確認してから校内に入ります。
• 毎朝の検温にご協力ください。
• 教室に入る前に必ず手洗いをしています。



• 欠席連絡は、電話でお願いします。
• 登校時刻に間に合わなかった児童は、校庭側の保健

室の入り口で検温確認をしてから、校内に入るよう
にしています。

この
入り口には、
入りません。

右に曲がって校庭側
に出ます。

保健室



　水道と冷水機の水は、直接飲まないようにしています。
水筒の中身がなくなった時は、水道の水を水筒にくんで
から飲むようにしています。



　休み時間は、密にならないよう、校庭、教室、体育館
に分散して過ごすようにしています。
＜例＞

   

 月 火 水 木 金 土

ﾌﾟﾚｲﾀｲﾑ   １・２・３年 ４・５・６年   

中休み 
校庭 

１・２・３年 ４・５・６年 １・２・３年 ４・５・６年 １・２・３年 ４・５・６年 

中休み 
体育館 

５－１ ３－１ ６－２ ３－２ ５－２ １－２ 

昼休み 
校庭 

４・５・６年 １・２・３年 ４・５・６年 １・２・３年 ４・５・６年  

昼休み 
体育館 

２－２ ６－１ ２－１ ４－１ １－１  



　給食は、少人数ごとに手を洗いに行き、配膳をするよ
うにしています。前向きで、静かに食べています。



　児童が下校後、机などの消毒を毎日実施しています。



• 隣どうし間を空けた座席配置。
• 体育と休み時間以外は、マスクを着用。
• 昇降口で重なったら、低学年優先。
• 外遊びなど外から帰ってきた時は、必ず手洗い。
• トイレの中で待つ人は、２人まで。後の人は、外で待つ。
• 更衣室では、距離をとって素早く着替える。
• 換気をしながらの冷房。
　　　　　　　　　　　　などの対策をとっています。



○子ども一人一人の教育ニーズを把握し、その　
　能力や可能性を最大限に伸ばすために、適切　
　な指導や必要な支援を行い、自立や社会参加
　に向けた必要な力を養う教育で、すべての学
　校において実施するものです。

特別支援教育は、子どもの可能性を最大
限に伸ばすことを目指します！



• 特別支援教育校内体制

• 特別支援教室



特別支援教育コーディネーター
　　　　　　３名

校内体制について
担任 児童　　保護者

特別支援教室専門員 
巡回指導教員

（特別支援教室
 COSMOSルームの教員）

区巡回相談員 

　都巡回指導心理士 

スクールカウンセラー
（金曜日） 

区心の教室相談員
（月・木曜日） 

 区支援員 

学生ボランティア 

　　学習指導支援員 

http://www.illust-box.jp/sozai/10223/
http://www.illust-box.jp/sozai/23344/
http://3.bp.blogspot.com/-o8ptxFTicXs/VwdI4KYO1RI/AAAAAAAA5mg/51gFWZ_LKjky672eMS1jO6wCYtAH-EaOw/s800/job_teacher_man.png


特別支援教育校内委員会
〇メンバー
　校長　副校長　コーディネーター
　学年主任（学年１名）　生活指導主任　　　　
　養護教諭　区心の教室相談員
　スクールカウンセラー
　特別支援教育専門員　
　巡回指導教員（COSMOSルームの教員）
　必要に応じて担任や専科



• 「桃二ユニバーサルデザイン」
• 授業の「焦点化」「視覚化」「共有化」
• 学級経営・環境の「構造化」「刺激量の調整」

「ルールの明確化」「自他友に認め合う工夫」

全ての児童が「わかった」「できた」を感じる
ことができる教育的支援の工夫をしています。



・書くことが苦手な児童
　⇒ノート代わりにホワイトボードやPCを使用する。

・読むことが苦手な児童
⇒読みのアプリの紹介
⇒リーディングスラッガー
⇒ひらがなカード

一人ひとりに応じた支援



  おおむね学習に参加できるものの、学習や行動につまづきがあるなどで個別の
指導を必要とするお子さんのための教室です。

特別支援教室



特別支援教室

・時間割
　月・水・木曜日　１～６時間目
・巡回指導教員
　とうのやま学級教諭　　２名
・特別支援教室専門員　　１名
・利用教室
　特別支援教室　　コスモスルーム



　　保護者の皆様にも特別支援教育について理解を深めて
　　いただき、教職員と連携してそれぞれの児童に合った
　　支援や指導を行っていきたいと考えています。

　　児童一人一人の生活上や学習上の困難さを改善するた
　　めに、ご家庭と連携して、継続的な指導を行います。　

特別支援教育の充実のために
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